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的に様々なリスクに直面している。代表的なリスクに洪水・干ばつなどの天候リスク、生産投入財価格の高騰・生産物価格の低下などの価格リスク、病気・ケガなどの健康リスク、政情不安・クーデタなどの政治的 があげられる。いったん、そうしたリスクが発生すれば、それにより 所得が低下してしまうことは避けが い。しかし、所得の急激な低下にともない、消費生活が脅かさ ることは、生活上の大きなストレス なる。そのため ショックに直面した際にも、消費の極端な低下を避けるよう、生産活動や生産様式の多様化・分散化を通じて すべ の事業が同一のリスクに曝されないようリスク管理を図ったり、リスクの発生により減少した所得を埋め
あわせるために、貯蓄・宝石・家畜などの流動的資産を切り崩したり、日雇い労働を短期的に追加するなどの事後的なリスク対応を図っている。　
こうした「自己保険メカニズム

















るために非常に詳細に、すべてを調べられるわけではない。したがって、保険料や保険金の設定も、各自のリスク環境やタイプ・性質に応じて細かく変化させることができず、多くの潜在的顧客が一律あるいは似たような条件を提示されることになる。しかし、同一の条件で課される保険料は、高リスクの被保険者にとっては割安に感じられるであろうが、低リスク人にとっては割高になるため、保険購入メリットを感じら ず、より安全な人ほど保険市場から退出しやすくなる。その結果、保険会社が想定する被害発生確率よりも被害発生頻度の高い農家ばかりが保険に加入する→保険コストが高まる→保険料 高くな →低リスクの人がさらに市場から退出するという悪循環が生じる。保険会社にとって本来望ましい低リスク顧客が淘汰され、最終的 に残るのは、高リスクの顧客のみとなってしまうこの現象を逆選抜とよぶ。逆選抜 保険機関が被険者のタイプに対して十分な情報を持ってい いことに起因する問題といえる。　
もうひとつがモラル・ハザード
といわれるものである これは保
































































（Guyo Golicha Sara 氏撮影）
19　　アジ研ワールド・トレンド No.239（2015. 9）
特集：天候インデックス保険の可能性と課題  
プログラムが実施中ないし実施された経験がある。このうち、筆者は、降雨量の少ない半乾燥地域の南部オロミア州で、牧畜民を対象としたＩＢＬＩの販売実験に二〇一一年から携わっている。最初の保険販売が行われたのが二〇一二年八月、二回目の販売が行われたのが二〇一三年二月である。保険加入率は第一回目が約三〇％、第二回目が約一 ％と低迷した。家畜などの生産的資産を失うと、短期的な食料難に陥るだけでなく、将来の稼得能力の著しい低下により、長 生活水準の悪化が予想されるため、加入率が相当高くなることを想定していたが、やや期待はずれな結果であった。調査対象者に非加入の理由を聞 てみると、特に多かった答えが資金不足と商品に対す 理解不足であった。　
そこで、筆者らはこれらの要因
が実際に保険需要の制約 な ているか厳密に検証するための経済実験をフィールドで実施した（参考文献③） 。これは近年、開発経済学のなかで流行しているランダム化比較試験を取り入れ もので、あるグループに特定の介入を行い、他のグループにそれ 行わず、両
者の結果の比較をすることで、介入の効果を調べるものである。行った介入実験は二種類あり、そのひとつが知識 向上を図るもの、もうひとつが資金制約 緩和 図るものである。 変化は、学習キット（漫画と音声テープでＩＢＬＩ商品の概要を説明したもの）をランダムに配布することで、また、資金制約の変化は、保険料が割引になるクーポンをランダムに配布することで、それぞれ促した。　
検証の結果、以下の二点が明ら
かになった。第一に、保険需要は価格に感応的で、価格が安いほど購入率が高くなる 二 学習キットを受けた家計は 我々 課
表２　2015年までにエチオピアで展開されたインデックス保険
開始年 地　　　域 関 連 機 関 保 険 会 社 対　　　象 インデックス
2006 エチオピア全域 WFP, WB, Government, AXA Re 一時的食糧難に陥り易い家計（PSNP の補完）
26の NMA 気象ステーションか
ら計算された EDI
2008 Alaba, Lemmo & Bilbilo（SNNPR）







2009 Bofa（Oromia） WFP, LACU NISCO インゲン豆農家（0.5ha以下の土地所有）
NMA の雨量データから算出さ
れる WRSI
2009 Adi-HA（Tigray）→拡大 Oxfam America, Columbia Uni, REST, IRI NISCO, Swiss Re テフ農業→拡大
気象ステーションの雨量データ
と雲量に関する衛星イメージ
2011 Shashemene, Dodota, and Bako-Tibe（Oromia） USAID, IFPRI, Oxford Univ NISCO, Swiss Re Multiple Peril Crop 気象ステーションの雨量データ
2011 Amhara USAID, U.C. San Diego, FAO, EEA, Dashen Bank NISCO 穀物農家の肥料投入 気象ステーションの雨量データ
2011 Oromia USAID, ILRI, Cornell Univ OIC 畜産農家 NDVI
2012 Oromia JICA, Celsius Pro OIC Multiple Peril Crop ?
（注） 　WFP: World Food Programme, WB: World Bank, EIC：Ethiopia Insurance Company, PSNP: Productivy Safety Net Program, NMA: National Meteorological Agency, 
NISCO: Nyala Insurance　Share Company, REST: Relief Society of Tigray, OIC: Oromia Insurance Company, LACU: Lume Adama Cooperative Unions, IRI: 
International Research Institute for Climate and Society, FAO: Food and Agriculture Organization, EEA: Ethiopian Economic Association　EDI: Ethiopian Drought 










ハザードや逆選抜の問題 発生しないなどメリットも多いが、いくつかの課題も抱えている。そのひとつがエチオピアの事例にもみられるような低加入率・低更新率である。天候リスクについては、他の対処手段も限られており、また、ひとたび発生すれば広範囲にわたって大きな被害を た しうるため、インデックス保険の加入率が非常に高いこ が各地で期待さている。しかし、保険そのも に対する理解不足や手持ちの資金不足による制約など様々な要因が足かせとなり、ほとんどのケースにおいて加入率が三〇％以下と低迷している。　
保険デザインが内包している課
題としては、ベーシス・リスクが挙げられる。ベーシス・リスクとは、実際の損失額とインデックスから計算される補償額の乖離のことである。本来、保険である以上、発生した損失を埋め合わせられるように設計されるべきであ が、保険支払いの根拠となる気象ステーションの雨量 が遠くにあったり、装備が古かったりす ば、被保険者の直面している状況を正しく反映せず、その結果、天候不良による作物・畜産損失額が十分に補填されない可能性が高くなる。こうしたことを克服するためには信頼できる気象データが存在し、それが被保険者の実態に近いものである必要があ が、途上国で利用可能な気象ステーションの数はそもそも多くなく、また、かなり老朽化した設備もあるため、累積雨量データをとろうとしても二〇％や三〇％の確率 データが欠損してしまうなど、インデックスとして信頼しにくいというのが現状である。また、衛星写真で ったＮＤＶＩなど高度な技術を使ったインデックスは、人々 じみが薄いため、保険会社が嘘をいう可能性も全くなくはない。そうした人為的な不確実性によ リスクが
保険加入の制約となっているという研究報告もある。　
また、インデックス保険では、
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